





Mental Support for the Workers in Residential Care Institutions for Children





















ミットメント・セラピ （ーAcceptance and Commitment 
Therapy：以下，ACT）を用いた心理的支援の有効性につ
いて検証することを目的とする。
【方法】
対象者：勤続年数５年未満の保育士・児童指導員20名（介
入群（N＝10）：A施設７名，B施設３名，統制群（N＝10）：
A施設４名，B施設６名）。
測度：①AAQ-Ⅱ：心理的柔軟性の測定，②PVQ-Ⅱ：価値
に関するコミットメントや動機の測定，③MBI：バーンア
ウト傾向の測定，④GHQ28：精神的健康度の測定，⑤STAI：
不安特性の測定，⑥SICC：児童養護施設職員のストレッ
サーの体験頻度と負担感の測定を用いた。これらの質問紙
は介入前（Pre），介入から１週間後（Post），介入から１ヶ
月後（Follow up）において計３回の回答を求めた。また
介入群10名にのみACTの心理教育の理解度（５件法）と感
想を求めた。
ACTの心理教育の内容：「対人援助職のWell-being」をテー
マとした。主にACTのコア・プロセスを各種エクササイズ
を通して体験的に理解することに重点を置いた。
【結果】
１．プロセス変数－AAQ-Ⅱ・PVQ-Ⅱの検討
　群ならびに時期を独立変数，AAQ-Ⅱ得点ならびにPVQ-
Ⅱ得点を従属変数とした２要因の分散分析を行った結果，
両変数ともに群×時期の交互作用が認められた（AAQ-Ⅱ：
F（2,36）＝9.69, p＜.01；PVQ-Ⅱ：F（,36）＝9.06, p＜.01）。
単純主効果の検定ならびに多重比較の結果，両変数ともに
介入群においてPreに比べてPostならびにFollow upが
１％水準で有意に高いことが確認された。
２．アウトカム変数－MBI・GHQ28・STAIの検討
　群ならびに時期を独立変数，MBI得点・GHQ28得点・
STAI得点を従属変数とした２要因の分散分析を行った結
果，すべての変数において群×時期の交互作用が認められ
た（MBI：F（2,36）＝18.79, p＜.01；GHQ28：F（2,36）＝
12.26, p＜.01；STAI：F（2,36）＝9.15, p＜.01）。単純主効果
の検定ならびに多重比較の結果，介入群ではすべての変数に
おいて介入前後で有意な改善が認められ，統制群ではMBI
とSTAIにおいてPreならびにPostに比べてFollow upが有
意に高く，GHQ28においては有意差が認められなかった。
【考察】
　AAQ-Ⅱ，PVQ-ⅡはPreからPostにかけて増加，Postか
らFollow upにかけて効果の維持が認められた。また
MBI，GHQ28，STAIはPreからPostだけでなくPostから
Follow upにかけても改善が認められた。この臨床的効果
については，ACTの実践が職場以外の日常場面にも般化し
持続的な改善を促したと考えられる。また現在職員のスト
レスに対する「予防」「対処」には「回避的な資源」が重要
視されている（伊藤，2003）。しかしこれまで多くのストレ
ス状況において選択してきた方法が長期的には機能しない
ことを感じ（創造的絶望），積極的なACTの体験的理解に
繋がった可能性がある。また児童養護施設だけでなく対人
援助の現場には自分の力だけではどうすることもできない
状況が多く，そのような職場環境においては，自分自身が
その現場を選んだ理由を再認識し（価値の明確化），適切な
行動を選択する（価値にコミットする）ことで，仕事への
意欲を保ち，さらにはQOLを向上させることができると考
えられる。その意味でACTは，対人援助職に就く人と相性
の良いアプローチである可能性があるといえる。
